
 
第14回セミナー開催のお知らせ 

見つめよう子どもの姿、考えよう子どもの現実 

 

 
 

子どもを育てる、ことばを育てる 

―複数言語環境で育つ子どもが 
自信を持って生きるための言語活動実践― 

 
          

 

 ■今回初めて具体的な実践をとりあげます。 
■学校で、家で、社会でどんなことをすればいいのだろう。どんな活動があるのだろう。 

■インター校の実践から、家での親の経験まで、幅広く報告していただきます。 

■教師、保護者の方はもちろんのこと、子どもたちの生活に関わる全ての方の参加をお待ちしています。 

 
201７年3月５日（日） 
時間：13：00～16：30（12：30受付開始） 

 

場所：ASB幼稚園（スクムビット 49/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年初めて言語活動実践報告セミナーを行いました。今回はその第 2弾です。第Ⅰ部では、これまでの複言語・ 

複文化活動で見えてきた子どもたちの言語体験の現実から言語能力観を捉え直します。第Ⅱ部では、その言語 

能力観に立ち、実践を通して、子どもの何をどう育てるか、子どものための言語活動を考えます。国際結婚の子ども 

だけでなく、ことばや文化の間を移動して育つすべての子どもたち、幼児から大学生までを対象にして考えていきます。 

 

2018年３月18 日（日） 
時間：11：00～16：00（10：30受付開始） 

コメンテーター：池上摩希子氏（早稲田大学） 石井恵理子氏（東京女子大学） 

ゲストコメンテーター：舘岡洋子氏（早稲田大学） 

会場：泰日経済技術振興協会日本語学校 

通称 ソーソートー（スクンビット、ソイ 29）     

参加費：200 バーツ（学生 50 バーツ） 

定員：60名 

主催：タイにおける母語・継承語としての日本語教育研究会 

(JMHERAT)（代表：深澤伸子）       

協賛：トレイルインターナショナル校 

協力：タイ国日本語教育研究会 

■申し込み先：QR コード参照。または、ブログにリンクあり。（3月 13日（火）締切） 

■研究会ブログ：http://d.hatena.ne.jp/jmherat 

 ※「JMHERAT」で検索してください。 

■問い合わせ先：jmherat@gmail.com 
 

〈当日プログラム〉（予定） 
Ⅰ部 複言語・複文化活動報告―言語能力観の捉え直し 

・当会及び大学で行った複言語・複文化ワークショップ報告 
・親が語る子どもの言語体験事例 
・複言語・複文化からトランスランゲージングへ 

Ⅱ部 言語活動実践報告―体験とことば 
・インター校実践 
・親が創る活動実践 
・子どものための言語活動を考える 

 
※第Ⅰ部と第Ⅱ部の間に休憩があります。どちらかだけの参加も可能です。 

 プログラム詳細は http://d.hatena.ne.jp/jmherat をご覧ください。 
 

 

 

申し込み先QR コード 

 教師、保護者、学生の方、 
どなたでもお気軽においでください 


